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約７千年前の日本海側最古の人々のくらしを 

明らかにする貴重な学術資料 

菖蒲崎
し ょ う ぶ ざ き

貝塚
か い づ か

出土品
し ゅ つ ど ひ ん

 

市教育委員会は、子吉川と芋川の合流点河川敷に位置する「菖蒲崎貝塚」の

出土品を、数少ない日本海側の貝塚のなかでも最古の貝塚の様相を明らかにし

た貴重な学術資料であり、次代に引き継ぐ重要な文化財として、平成２９年３

月２４日、市の有形文化財（考古資料）に指定しました。 
                                  

○指 定 の 種 別 市指定 

○文化財の部門（種類） 有形文化財（考古資料） 

○名 称 菖蒲崎貝塚出土品（しょうぶざきかいづか しゅつどひん） 

○時 代 縄文時代早期後葉～前期初頭（約７,２００年前～６,７００年前） 

○員 数 ６４９点（土器４０７点、石器２２９点、骨角器２点、木製品１１点） 

○所有・管理者 由利本荘市教委委員会 

 

○概 要 

菖蒲崎貝塚は、子吉川と芋川が合流する河川敷に位置し、合流点周辺の９００㎡以上に及ぶ範

囲に上下 2 層の貝層が広がる、約７,２００年～７,１００年前の縄文時代早期後葉の貝塚です。

貝層北側の小丘陵部では、捨場、盛土状堆積土、集石炉、土器埋設遺構等、約７,１００年前～６,

７００年前の縄文時代早期後葉から前期初頭の３段階にわたる活動痕跡が確認されました。 

全国で約２,４００箇所見つかっている貝塚のうち、日本海側の貝塚は４０箇所ほどにすぎず、

このうち本貝塚は、数少ない日本海側にある最古の貝塚として貴重です。また、縄文時代早期後

葉にピークに達した縄文海進に伴う日本列島の自然環境と本荘平野の水辺環境の変化、人々の活

動の変化を総合的に探る上でも重要な遺跡だといえます。 

菖蒲崎貝塚出土品は、昭和５９年度、

平成１３・１４・１８・２１年度の５度

の発掘調査に伴う出土品です。土器の検

証により、遺跡の活動変遷が明らかとな

ったと共に、県内の同時期の遺跡のなか

でも例のない最もまとまった土器編年を

もつ遺跡であることが判明しました。内

面にアサの果実が付着した土器のほか、

石器、骨角器、木製品には、釣針、石錘、

櫂状木製品等の漁撈具、石槍、石鏃等の

狩猟具や、石錐、石匙、篦状石器、掻器、

磨製石斧、磨石・敲石、凹石、石皿等の

切削・食料加工具のほか鹿角製の装身具

（ヘアピン）があり、各々の用途機能を

もつ道具から、複合的・重層的な遺跡の

生業と性格が明らかとなりました。 

これらの出土品は、日本海側最古の貝塚を形成した人々の生業、遺跡の性格等を学術的に明ら

かにするための検証資料であり、我が国を代表する遺跡の出土品として、市の有形文化財に指定

して永く保護しようとするものです。 

由利本荘市教育委員会 

 

 


